




















  抽出したトンネルに対し、新技術を活用した場合、点検費用が約1.34倍増加してし
まうため、コスト縮減効果を得られない結果となりました。また、修繕においては新技
術の活用を含めた比較検討を行い、事業の効率化やコスト縮減を図ります。
　従来技術を活用した場合と比較して、管理するトンネルの1箇所程度で新技術の活用
を行い、約１百万円のコスト縮減を目指します。










